
工法概要
本工法は、既存タイルの意匠性を確保しながら、外壁タイル落下による被害を防止する工法です。従来工法であるタフレジンクリアガード
HD（High Duradility）工法の省工程仕様で、補強材の施工工程が3工程から2工程へ短縮、工期の短縮が図れます。また、トップコートも水
系トップコートを標準採用することで、より環境に配慮した工法になっております。

特　長
■高い透明性
　高い透明性で既存タイルの意匠性を確保
　できます。

■優れたはく落防止性能
ウレアウレタン樹脂を使用した強靭な塗膜
　によりタイルのはく落を防止します。　

■優れた耐久性
　独立行政法人 都市再生機構の外壁複合補
　修工法の性能基準を満足する性能を持っ
　ております。

■優れた耐候性・耐水性
　JIS A 6909-2014 建築用仕上塗材/複層仕
　上塗材及び可とう性改修用仕上塗材の耐
　候形の品質の耐候形1種（最高位）の規格
　値を満たしています。

■施工体制・保証体制の確立
タフレジンクリアガード工法研究会での安
　心施工。
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項目 判定基準 試験結果

1,470N以上 6185Nコンクリート躯体に対する
アンカーピン引抜き試験

1,470N以上 3187N複合補修層に対するアンカーピンの
引抜き試験

0.7N/mm² 1.69N/mm²複合補修層の接着強度試験

曲げ強度が 490N若しくは
変位が 30mmで破断しないこと 637N複合補修層の補強効果確認

（面外曲げ）試験

温冷繰り返しに対する耐久性試験 0.5N/mm² 2.16N/mm²

※試験機器 : SUV-W151（岩崎電気製、メタルハライドランプ）

試験前

タフレジン
クリアガードHD工法

ΔE＝0.5
塗膜に異常なし

促進
耐候性
試験後

（500h 後）

UR都市機構 試験結果

耐候性 試験結果 耐水性 試験結果

※下記試験結果は、代表値であり保証値ではありません。

試験前

タフレジン
クリアガードHD工法

異常なし（ΔE＝0.19）

水中浸漬
7日後

（水中浸漬試験／低温短期間養生条件／社内試験）
※最終養生期間：7日間
※試験体作製温度：5℃






